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シ ル ク ロ ー ド学 研 究 紀 要 voLl3

地 機 【IGF-3】

調査年月日

調査地

民族名

1998年9月10日

フ ァ シ ュ タ ケ(Fashtake)村

ギ ー ラ ー ン(Gilan)

プァ シュタケ
'

テ ヘ ラ ン

型式

材質

概寸

経糸保持方式

整経方式

構成部品

 経糸保持具

地 機

.木

.全 長140cm,全 幅100cm,全 高75cm

固 定 式

平 整 経 式

経糸間接保持具:

緯打具

その他

製織中の織物

 織技法

 地組織

前 部 経 糸 保 持 棒(横 木)

<図IGF-3-a-1>

後 部 経 糸 保 持 紐

<IGF-3-a-2>

前 部 経 糸 保 持 棒 繋 留 用 紐

く図IGF-3-a-3>

前 部 経 糸 保 持 棒 繋 留 用 杭

 (2本1組)<図IGF-3-a-4>

後 部 経 糸 間接 保 持 棒

く図IGF-3-a-5>

後 部 経 糸 間接 保 持 棒 固 定 用 紐

く図IGF-3-a-6>

後 部 経 糸 間接 保 持 棒 固 定 用 杭

 (2本1組)<図IGF-3-a-7>

.板 状 緯 打 具

く図IGF-3-a-8><写 真IGF-3-2>

椅 子 く図IGF-3-a-9,10>

無地平織
'緯 畝組織

lGF-3-a 構 造 図

素材

用途

経糸全長

織幅

織り手

ビニ ー ル(経 糸)

ア シ(緯 糸)

:む しろ

132cm

42cm

.女 性2人

調査メモ

む しろは最近ではビニール製のマ ットなどの工業製

品が出回るようになってきたことか ら、ほとんど織

られていない。そのため、地機によるむしろ織 りの

調査は、特別に実演を依頼 しておこなった。機織 り

作業は屋外でおこなわれた。むしろの素材は本来は

すべてがアシで、経糸は通常アシを撚 りあわせて紐

としてもちいているが、調査時には、アシを撚った

紐がなかったために、ビニール紐が代用品として使

われた。緯糸に使われるアシは撚 りあわされていな

い。地機の前部経糸保持棒は、両端が2本 の繋留用

の杭に紐で繋がれて、経糸の張力が調整されている。

また、後部経糸間接保持棒の両端は2本 の固定用の

杭に紐で くくりつけられている。 この地機には、開

口具がない。機織 りは姑 と嫁の2人 でおこなってい

たが、姑が主体的に機織 りをおこない、嫁は姑の右

斜め前方で木箱 を椅 子にして腰

か けて介添 え役 を務 めていた。

機織 り作 業 で は、2本 の横 木

(前部経糸保持棒と後部経糸間接

保持棒)に アシの紐 を結びつけ

て張 り渡 した経糸の横で、嫁が

板状の緯打具の穴に通 された経

糸の うちか ら、奇数列、あるい

は偶数列の経糸 を手です くって

緯糸 となるア シを通 していた。

そ して、前部経糸保持棒を前に
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lGF-3-1 全 景

して 地 面 に 腰 を下ろ して い る姑 が 緯 打 具 で打 ち 込 み

をお こな っ て い た く写 真IGF-3-1,-2>。 織 り進 ん だ段

階 で は 、 姑 は 織 られ た む しろの 下 に木 箱 の椅 子 を置

き、 織 られ た む しろ をあ い だ に して この椅 子 に腰 掛

け た 状 態 で 織 り作 業 をす る。 な お 、 介添 え 役 は織 り

作 業 に不可欠 の 存 在 で は な く、 人 手 の な い 時 は、1

人で む しろ織 りをす る こ と もあ っ た とい う。

lGF-3-3 製 織 途 中 の む しろ

IGF-3-2 緯 糸 の 挿 入 lGF-3-b 模 式 図
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シ ル ク ロ ー ド学 研 究 紀 要 vol.13

地 機 【IGJ-1】

調査年月日

調査地

民族名

1998年9月12日

ゲ ル デ(Gerdeh)村

ア ゼ ル バ イ ジ ヤ ン

(Azerbaidzhan)

ゲルテへ

テ ヘ ラ ン

型式     :地機

材質     :木

概寸      :全 長1800cm,全 幅80cm,全 高110cm

経糸保持方式 :固 定式

整経方式   :擬 似輪状整経式

開ロ具設置方式:地 組織用開口具

        一綜続固定 ・開口保持棒可動式

        浮組織用開口具

        一綜続 ・開口保持棒可動式

構成部品

 経糸保持具

経糸間接保持具

経糸中継棒

開口具

前 部 経 糸保 持 棒(杭)

<図IGJ-1-a-1>

後 部 経 糸保 持 棒(横 木)

<図IGJ-1-a-2>

後 部 経 糸 保 持 棒 繋 留 用 杭

(2本1組)<図IGJ-1-a-3>

後 部 経 糸保 持 棒 繋 留 用 紐

く図IGJ-1-a-4>

<図IGJ-1-a-5>

輪 状 綜 続(地 綜 続)

<図IGJ-1-a-6>

輪 状 綜 続 付 属 糸 綜 続(紋 綜 続1)

(2本)<写 真IGJ-1-3-a>

    <図IGJ-1-a-7>

経 糸 付 属 糸 綜 続(紋 綜 続2)

(5個)<図IGJ-a-8>

<写 真IGJ-1-4-b>

開 口保 持 板(地 綜 続 と連 係)

<図IGJ-1-a-9><写 真IGJ-1-4-a>

開 口保 持 棒(紋 綜 続2と 連 係)

開口補助具

綜続固定具

緯打具

開口部記憶紐

経糸整列具

その他

製織中の織物

 織技法

地組織

素材

用途

経糸全長

織幅

織 り手

<図IGJ-1-a-10><写 真IGJ-1-4-c>

浮 織 用 経 糸 す く い 板

く図IGJ-a-ll><写 真IGJ-1-3-b>

三 脚 く図IGJ-1-a-12>

刀 状 緯 打 具 く図IGJ-1-a-13>

<図IGJ-1-a-14>

<図IGJ-1-a-15>

ク ッ シ ョ ン<図IGJ-1-a-16>

経 縞 織 と経 糸 浮織(昼 夜 織)の 併

用

経 畝 組 織

羊 毛

カ ーペ ッ ト,布 団 カバ ー な ど

5280cm(全 周)

30cm

女性1人

調査メモ

機織 りは屋外でおこなわれていた。この地機の経糸

の整経方式は擬似輪状整経式であった。経糸中継棒

を介して輪状を呈 している経糸は,束 ねた状態で2

カ所が前部経糸保持棒(杭)に くくられていた。 く

くられていない部分の経糸は、一方が後部経糸保持

棒にかけわたされ、 もう一方は前部経糸保持棒の前

方に,束 ねた状態で置かれていた。また,後 部経糸

lGJ-1-a 構 造 図
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lGJ-1-b 模 式 図

保持棒は,両 端が繋留川の杭を介して紐で繋がれて

お り,紐 で引き締めることによって,経 糸の張力が

調整されている。開口具には、地組織 を織るための

部品として、輪状綜続と開口保持板があ り、経糸浮

織(昼 夜織)の 紋組織を織るための部品として、輪

状綜続付属の糸綜続、経糸付属の糸綜続、開[保 持

棒がある。このうち、地組織を織るための開口具の

設置方式は、輪状綜続固定 ・開口保持板可動式で、

輪状綜続は、経糸をまたぐようにように置かれた三

脚に紐で結ばれている。開口操作では、輪状綜続は

動 くことはなく、開口保持板 を寝かせた状態で前方

に遠ざけることによって、経糸が逆開口し、開口保

持板を手前に寄せて、引き起こすことによって、経

糸が開口する。 一方、紋組織を織るための開口具の

設置方式は、すべて可動式である。この うち、輪状

綜続付属糸綜続は、手前に引 くことによって経糸浮

織の紋組織に関係する経糸が引き上げられる。また、

経糸付属糸綜続は開口保持棒と組み合わせて使用さ

れており、経糸浮織の紋組織に関係する経糸は、経

糸付属糸綜続によって引き上げ られる。緯打具と浮

織用経糸す くい板は,と もに刀状を呈 している。緯

打具には,製 織中の織物の経糸密度とほぼ同様の経

糸擦過痕(ピ ッチ6本/cm)が 認められた。浮織用経

糸す くい板は,緯 打具よりも細 く薄い板で,糸 綜続

によって引き ヒげられた経糸や開口保持棒によって

分離されている経糸をす くい取って、経糸の開口部

を拡大 し,緯 糸を通 しやす くするために使われてい

る。また,経 糸整列具の棒は,経 糸の下面に渡され

てお り,経 糸は棒に巻いた紐で固定されている。
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lGJ-1-1 製 織 途 中 の織 物

lGJ-1-2 機 織 り

lGJ-1-3 輪 状 綜 続 付 属 糸 綜 続 一a,経 糸 す くい板 一b

lGJ-1-4 開ロ保持棒一a,経 糸付属糸綜続一b,

開 ロ保 持棒 一c



シ ル ク ロ ー ド学 研 究 紀 要 vo1.13

枠 機 【lFF-1】

調査年月日

調査地

民族名

.1998年9月24日

.ア ー タ シ ュ ・カ デ

 (Atash Kade)村

カ シ ュ カ イ (Qashqa,i)

アヘ フ ン

ア ー タ シ ュ ・カ デ

型式

材質

概寸

経糸保持方式

整経方式

開ロ具設置方式

構成部品

 機枠

 経糸保持具

水平式枠機

金属

木

(開口保持棒、綜続固定具、座板)

全長262cm、 全幅161cm

固定式

平整経式

綜続固定 ・開口保持棒可動式

       <図IFF-1-a-1>

       前 部 経 糸 保 持 棒(横 木)

       <図IFF-1-a-2>

       後 部 経 糸 保 持 棒(横 木)

       <図IFF-1-a-3>

経糸間接保持具 経 糸 張 力 調 整 用 ネ ジ金 具(2本)

       <図IFF-1-a-4>

開 口具    輪 状 綜 続 く図IFF-1-a-5>

       開 口保 持 棒 く図IFF-1-a-6>

綜 続 固 定 具 ●木 片(2個)<図IFF-1-a-7>

緯 打 具    :櫛 状 緯 打 具 く写 真IFF-1-1-c>

緯 打 補 助 具 ●緯 糸 打 ち締 め 糸

そ の他    座 板 く図IFF-1-a-8>

       パ イ ル 糸切 断 用 ナ イ フ

       鋏 く写 真IFF-1-1>

織 り手
.女 性1人

調査メモ

枠機は住居の室内に設置されていた。機枠は金属製

のパイプで組 まれてお り、後部経糸保持棒は、機枠

の一部を構成 している。また、前部経糸保持棒には、

左右に経糸の張力調整用のネジ金具 として、ボル ト

が取 り付けられてお り、機枠前部の横棒を貫通 した

ボル トをナットで締め付けることによって、経糸の

張力が調整 されている。織 り手は織 り始めのとき以

外は、織 られたカー ッペ ットの上に座って機織 りを

おこなってお り、織 り進むと同時に前方に移動する。

座っているカーッペ ットの下には座板があり、その

両端は機枠にかけ渡されている。パイル織の糸の結

びはペルシャ結びで、地組織 を構成 する緯糸には、

太い緯糸と細い緯糸が交互に使用 されていた。太い

緯糸は、開口保持棒を手前に引き寄せたのちに、直

接手で挿入する。

製織中の織物

 織技法      パイル織

 地組織    .平 織変化組織

 素材     羊毛

 用途     カーペ ット

 経糸全長  '226cn1

 織巾畠         86.5cm

IFF-1-1 鋏 一a,ナ イ フ ーb,櫛 状 緯 打 具 一c

IFF-1-a 構 造 図
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lFF-1-b 模 式 図

IFF-1-2 枠 機 に よ る機 織 り

1FF-1-3織 り 手

IFF-1-5 製 織 途 中の 織 物

lFF-1-4 パ イル 糸 の 結 び lFF-1-6 模 様 見 本
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シル ク ロー ド学 研 究 紀 要 vol.13

枠 機 【IFF-2】

調査年月日

調査地

民族名

1998年9月29日

ポ ジュ ヌ ル ド(Bojnurd)市 東 方

50km地 点

ク ル ド (Kurd)

ポ ジ ュヌ ル ド;

テ ヘ ラ ン

型式      水平式枠機

材質      金属

        木

         (開口保持棒,綜 続棒,綜 続固定具)

概寸      :全 長283cm,全 幅146cm

経糸保持方式  固定式

整経方式    平整経式

開ロ具設置方式  綜続固定 ・開口保持棒可動式

構成部品

 機枠     <図IFF-2-a-1>

 経糸保持具 :前 部経糸保持棒(横 木)

        <図IFF-2-a-2>

        後部経糸保持棒(横 木)

        <図IFF-2-a-3>

 経糸間接保持具:経 糸張力調整用ネジ金具(2本)

        <図IFF-2-a-4>

        機枠寸法調整用ピン(2本)

        <図IFF-2-a-5>

 開口具    輪状綜続く図IFF-2-a-6>

        開口保持棒<図IFF-2-a7>

 綜続固定具  木片(2個)<図IFF-2-a-8>

 緯打具    櫛状緯打具<写 真IFF-2-5>

製織中の織物

 織技法    綴織(巻 き編技法を併用)

 地組織    緯畝組織

 素材     羊毛

 用途     カーペ ット

 経糸全長  :283cm

 織 畠        :103cm

        lFF-2-a 構造図

織 り手 女性2人

調査メモ

機織 りは、クル ド人の遊牧民の夏営地で、かれらが

住 まいとして使用 しているテント内の砂地のLで お

こなわれていた。機枠を兼ねている前部経糸保持棒

の両端には、ボル トが付属 してお り、機枠の左右を

構成する長いパイプの先端に接合されたボル トにね

じ込んで、経糸の張力を調整している。また、これ

らの長いパイプは、それぞれが後部経糸保持棒の両

端に接合された短いパイプに通されている。そして、

長いパイプには、織 られる織物の経糸の長さにあわ

せてあけられている穴に、機枠 寸法調整用のピンが

挿 し込 まれてお り、後部経糸保持棒がスライドしな

いようにするための1Lめ 具として機能している。な

お、 この枠機では、織技法 としては、綴織がおこな

われていたが、部分的に巻き編技法(ス ーマク)が

併用 されていた。

lFF-2-1 全 景
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IFF-2-b 模 式 図

lFF-2-c巻 き編 技 法(ス ー マ ク)

lFF-2-4 緯 糸 の 挿 入

IFF-2-2織 り 手

IFF-2-3 製 織 途 中 の 織 物 IFF-2-5 緯 打 具 に よ る打 ち込 み
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